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W.A. Mozart の交響曲の時代区分

に関する一考察くその II>

一一第一楽章・第一主題の構成を中心に一一咽

大 野

<1> 

洋

筆者はすで、に芸文研究第 26 号において， W. A. Mozart く以下 Mozart

と略す＞の交響曲の時代区分に関する一考察く第一楽章の分析を中心に＞

と題して小論文を発表したが，ここではそこで論じられなかったいくつか

の問題のうちで，特に第一楽章の構成からみた時代区分を考えてみたいと

思う。本論にはいるまえに，第 26 号の要旨を再録してみたい。

筆者は Mozart の交響曲の時代区分を試みるにあたって，まず第一の仕

事として諸先学の論文をみることからはじめた。そして交響曲の変遷を取

扱った文献は特に以下の三種類のものが注目されるのであるO
<2> 

( Sain-Fox: The Mozart Symphony ( Larsen: The Mozart Com-
<3> <4> 

panion の中の Mozart の交響曲の項③ Einstein : Mozart の中の交響曲

の項，上述の著作はいずれも，交響曲一曲，一曲を全体として取扱ってお

り，時代を追って論述しているのみである。そこで筆者はそのような方法

をとらず作品そのものの分析を通して，時代区分を試みたので、あるo その

方法として第一に楽章構成，第二に調構成，第三に第一楽章の構成という

三つの角度からスポットをあてて時代区分をあきらかにしようとしたので、

ある。そしてその結論をいえば，第一，第二の方法からは明確な時代区分

は発見されず，第三の方法によった時はじめてそこに時代区分を見出した

のである。それによれば Mozart の交響曲は大きく五期にわけられるので

あるD

第一期 くK. 16-K. 97> 1764 年一1770 年
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第二期 くK. 110-K. 132> 1771 年一1772 年

第三期 く K. 133-K. 181 > 1772 年一1773 年

第四期 くK. 183 K. 385 > 1773 年一1782 年

第五期 くK. 425-K. 551 > 1783 年－1788 年
<5> 

なお，この小論文をまとめるにあたって使用した総譜は Ricardi 版の全
<6> 

二冊になる全集であり Mozart の 61 曲の交響曲中 46 曲について調べた結

果である。

以上，芸文研究第26号に掲載された小論文の要旨であるが，本論文に於

ては第一楽章の第一主題構成という観点からみていきたいと思う。

さてく第一主題の構成＞をみていくにあたって，まず最初に問題になる

のはく第一主題＞とし、う言葉の概念であろう。この概念規定がはっきりと

していなければ，第一主題を抽出する場合の根本的な態度が定まらない。

しかしながら，もしこのことを論ずるとすれば，それだけでも叉別の論文

になりうるし，それはこの小論の意図するところではないので別の機会に
<7> 

ゆずるとして，ここでは Apel-Dictionary of Music の中の Theme にし

たがって第一楽章，第一主題を抽出してみよう。く楽譜 I>
くS>

なお抽出するにあたっては Ricordi 版総譜に加えて旧全集版もあわせて

参照した。

<9> 
第一主題の小節数とその構成を記すと次の様になるくRicordi 版，旧全

集版の両方にあるものは Kochel 番号の後になにも記さず， Ricordi 版の

みにあるものは， R，旧全集版のみにあるものは，旧，の記号を付した〉

Kochel 番号 小節数 1茸 成

K. 16 11 3 十 2 十 2 十 2 十 2

a b b b b 

K. 19 8 2+2 十 2 十 2

a b a b 

K. 22 8 2+2 十 2 十 2

a b a b 
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K. 43 13 2+2 十 2+2+2+3
a b b c d e 

K. 45 16 1+2+2+2 十 2 十 2+2+3
a b b c c D e 

K. 45 a. R. 7 3 十 2 十 2

a b b 

K. 48 8 2 十 2+2+2
a a b b 

K. 73 11 2+2 十 2 十 2 十 3
a b a b b 

K. 74 8 2 十 2+2+2
a a a a 

K. 75 R. 12 2+2+2 十 2 十 2+2
a a a a b c 

K. 76 R. 8 2+2+2+2 
a a a a 

K. 81 R. 14 2 十 2+2 十 2+2+2+2
a b c b d e f 

K. 84 8 2+2+2+2 
a b a b 

K. 95 R. 8 2 十 2+2+2
a b c d 

K. 96 R. 8 2 十 2+2+2

a b a b 

K. 97 R. 8 2+2+2+2 
a a b c 

K. no 8 2+2+2 十 2
a a b c 

K. 112 8 2+2 十 2+2
a b c b 

K. 114 8 2+2+2+2 
a b c d 

K. 120 R. 8 2 十 2+2 十 2
a b a b 
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K. 124 12 2+2+2+2 十 2+2
a b c c d d 

K. 128 8 2 十 2+2+2

a b a b 

K. 129 8 2+2 十 2+2

a b a b 

K. 130 10 2 十 2+2+2+2
a a a a a 

K. 132 8 2+2+2+2 
a b a b 

K. 133 10 2 十 2+2+2+2
a b b c b 

K. 134 8 2+2+2+2 
a a b c 

K. 161 12 2 十 3 十 2+2 十 3

eK. 163 R. a a b b c 

K. 162 8 2 十 2 十 2 十 2

a b a b 

K. 181 8 2 十 2+2 十 2

a b c a 

K. 182 8 2+2 十 2 十 2

a b a b 

K. 183 12 2 十 2 十 2 十 2+2 十 2

a a b b c d 

K. 184 8 2+2 十 2+2
a b a b 

K. 199 10 2 十 2+2 十 2 十 2

a b b c c 

K. 200 12 2 十 2+2+2 十 2+2
a b b a b b 

K. 201 9 2+2 十 2+3

a a a b 

K. 202 8 2 十 2+2+2
a b c b 
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K. 297 8 3 十 3+2

a b a 

K. 318 11 2 十 3+2 十 3+1
a b a b c 

K. 319 8 2+2+2 十 2

a b c b 

K. 338 10 2+2+2 十 2+2
a b c d e 

K. 385 13 3 十 2 十 2 十 2 十 2+2
a b c c d d 

K. 425 10 2+2 十 2+2 十 2
a b a b c 

K. 504 8 2+2+2 十 2
a a b c 

K. 543 14 2 十 2 十 2 十 2+2 十 2 十 2

a a a a a a b 

K. 550 8 2 十 2 十 2+2
a a a a 

K. 551 8 2 十 2 十 2+2
a b a b 

以上が分析した結果で、ある。まず小節数からみると， 7 小節構成， 8 小節

構成， 9 小節構成， 10小節構成， 11小節構成， 12小節構成， 13小節構成，

14小節構成， 16小節構成，の 8 種類がある。そして全47曲のうち，それぞ

れ 1/47 29/47 1/47 6/47 3/47 5/47 2/47 2/47 1/47 の割合をしめているO 8 小節構

成の主題が27曲で約全体の 6 割をしめていて一番数が多く次が10小節構成

のもので 5 曲， 12小節のものが 5 曲，以下11小節構成 3 曲， 13小節構成，

14小節構成のもの，それぞれ 2 曲， 7 小節， 9 小節， 16小節のものが 1 曲

である。以上のことからあきらかなように， 8 小節構成のものが 6 割をし

めるということである。しかしこの 8 小節構成の作品が作曲された時代は

彼の交響曲作曲年代のいづれの時代にもまたがっていて，特にその時代区

分をすることは困難なように思われる。しかし強いてあげるならば K. 84 

-K. 120 く 1770 年一1771 年＞の時代であろう。この時代に作曲された 8
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曲の作品はいづ、れも 8 小節構成のものであるが，これは冒頭にかかげた第

一期と第二期にかかる時代である。この時期を特に一つの特徴のある時代

とするのは，しかしながら困難と思われる。以上の分析から小節数からの

時代区分は不可能である。次に小節構成からみた場合はどうであろうか，

やはりこの場合に於ても小節数でみた場合と同様に，特徴のある時代を見

すことができなかった。故にやはり時代区分をすることは不可能である。

以上述べたように第一楽章・第一主題の構成分析から Mozart の交響曲

の時代区分をすることは不可能であるということができる。そしてこの分

析によって明確になったことは， Mozart の交響曲に於ける第一楽章，第

一主題の構成は 8 小節構成のものが一番数が多く全体の六割弱をしめると

いうことであり，この事実から彼の主題構成の方法の一端がうかがわれる

ということができるであろう。

これで四種類の方法をもって Mozart の交響曲の分析を試みたので、ある

が，そのうち一つの方法を除いては時代区分をすることは不可能であると

いう結果がでた。次なる課題として，例えば一一一展開部の構成からみた時

代区分一ーとし、う方法でもって分析してみたら別の結論がでるものと思う

が，これは次の機会にゆづりたい。

註 1 慶応義塾大学芸文学会発行の雑誌，昭和43年11月 20 日発行

2 G. DE. Saint-Faix: The Symphony of Mozart: Dobson 

3 H. C. Lobims Landon & Donald 乱1itchell: The Mozart Companion: 

Faber 

4 A. Einstein: Mozart His character, His work 浅井真男訳，白水社

5 Ricordi 社出版の二冊から成る， Mozartの小型総譜く交響曲〉

6 Kochel 第 7 版の作品目録くKochel Verzeichnis Der Werke W. A. 

Mozart＞の交響曲の項によれば断片を含めて 61 曲がのせられている。

7 p. 7 43 Theme の項

p. 715 Subject の項

8 新全集は刊行中の為に旧全集版を参照した。

9 この分析の基本的な考えは，諸井三郎著，楽式の研究 I ，基礎楽式，昭和36

年，音楽之友社刊による。くp. 14, p. 15> 
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